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あとがき

年の瀬の慌ただしい衆議院選挙が一段落したところで原稿を書いています。３年半前

とまったく逆の結果とマスメディアは口を揃えて報道していますが，私には改めて同じ

光景が現出したとしか思えませんでした。政治の舵取りがうまくできなかった政党の候

補者を大量に落選させてリベンジする，という仕組みであるとすれば，小選挙区制は今

回もよく機能したというべきでしょうか。ともあれ，今回あまり争点にならなかった医

療・教育・学術研究といった領域の着実な進展を新政権には期待したいところです。難

病制度の大幅な見直しもこれから動き出すものと思います。2013年が読者の皆様に

とってよい年であることを心より祈念したいと存じます。

今月の特集は血液脳関門（BBB）です。BBBに関する知見はこの10～20年の間に

急速に増加しており，今後中枢神経疾患の治療戦略を考えるうえで欠くことのできない

アクティヴな構造物と認識されています。本号に掲載された第一線の先生方の論文をお

読みになって，「なるほど，単なる壁ではないのだ」と認識を新たにしていただければ，

企画者として望外の喜びです。序文にも記しましたように，BBBの発見は通常ドイツ

の免疫学者であるエールリヒ（Paul Ehrlich）の有名な業績―実験動物の血管内にある

種の染料を注射すると，脳と脊髄を例外としてすべての組織が染色されることを見出し

た―に帰せられています。しかし，エールリヒはこの現象を，中枢神経組織がこの染料

に親和性が低いためである，と解釈していました。この実験の後，エールリヒの共同研

究者であるゴールドマン（Edwin E. Goldmann）は，エールリヒの用いた同じ染料を

動物の脳脊髄液腔に注入し，脳と脊髄は染色されるが中枢神経外組織はまったく染まら

ないことを見出しました。このこととエールリヒの実験とを併せ，この染料は血液から

中枢神経系へ，そして中枢神経系から血液へ，のアクセスが「何らかの理由で妨げられ

ている」と結論づけたのです。バリアーの概念のはじまりです。今から考えればゴール

ドマンの実験は実に合理的な推論―壁があるならその反対からの道も閉ざされているで

あろう―からなされたものと言うべきでしょうが，脳は化学物質と親和性が低く，その

故に脳は守られているという固定観念に縛られていれば，このような実験を行おうとい

う発想もわいてこなかったであろうと想像します。

今年はこのゴールドマンの論文が世に出てちょうど100年になります。ある事実をい

ろいろな角度から見て実証的な精神を忘れないこと，臨床でもサイエンスでもとても大

切なことだと思います。自戒を込めて。

（神田 隆)
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